
（論文）

池田昌則＊



計容量が 2�





テムなどの検討が必要である。
3．3　使用水質の影響

   DP 型圧延油に関するエマルションの乳化性と使用水
の pHの関係を図11に示す．使用水の pHが上昇すると
ビーカ上層の油分濃度が上昇し，浮上油が発生し易くな
り，徐々にエマルション粒径が低下することがわかる。
これは，DP型圧延油がカチオン系ポリマを乳化剤とし
ており，弱酸性液中では優れた乳化性を示すが，一方弱
塩基性液中では乳化性が低下し，凝集力も低下するた
め，浮上油が発生し易くなり，エマルション粒径が低下
したものと考えられる。従って，実機においては，使用
水の pH管理を十分に行う必要がある。
3．4　平均エマルション粒径の乳化安定性への影響



るプレートアウト量の増分は大きくなる。平均エマルシ
ョン粒径が小さいアニオン系圧延油のプレートアウト量
は小さくなる。平均エマルション粒径 6μmのDP型圧
延油は，油分濃度 1％で，平均エマルション粒径 2μm
油分濃度 4％のアニオン系圧延油と同等のプレートアウ
ト量となる。
3．6　プレートアウト性の圧延面圧への影響

　各油分濃度でのプレートアウト性と圧延面圧の関係を
図15に示す。DP型圧延油はプレートアウト量が多いも
のほど圧延面圧は小さくなり，本試験ではプレートアウ
ト量 1,000mg/m


